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#報告題目 依存症のある人への支援を取り入れた刑事司法ソーシャルワークについての

一考察 

#報告キーワード 依存症 刑事司法 ソーシャルワーク 

#報告要旨 

１．研究目的 

 本研究においては，違法薬物依存のみならず，窃盗，横領等の犯罪を行った人につい

て，その犯罪を起こす要因に依存症が存在していないかという視点でのアプローチによっ

てニーズアセスメントを行うことで，被疑者被告人段階から刑事処分終了後のその人にと

ってより良い支援の構築を行えるのではないかという仮説について考察を行う。 

 

２．倫理的配慮 

 本研究では事例の検討も行っているが、守秘のため必要最小限の事柄のみを提示し、さ

らに研究に差し障りが無い程度の加工を施している。 

 

３．本研究における依存症のある人の定義 

依存症の診断を受けているか否かにかかわらず，個人エピソードや各自助団体や精神医学

会が提示しているスケールにより強く依存症が疑われる人も依存症のある人としている。

違法薬物については，診断がなくとも実刑となった経験がある場合は，依存症とする。 

 

4．研究方法 

 ケーススタディーとして，支援実践を行なった依存症のある人の事例について，依存症

の視点でのアプローチした事例とそうでない事例について，支援計画の内容を比較する。

そのことにより，どういうアプローチが必要となるか客観的に検討する。 

 

６．考察 



 薬物依存の使用そのものが犯罪となる場合があるが，支援という視点において刑事処分

だけで自立更生に繋がるのか否かを検討する。また，その他の物質依存や行為依存が要因

となる犯罪や，性依存や窃盗症などの行為そのものが犯罪となる場合についても，同様に

刑事処分だけで自立更生に繋がるのか否かを検討する。結果としてはいずれも治療的アプ

ローチから生活支援につんげていく必要性がある。 

 

７．本研究の継続的課題 

 結果での検討を行うだけの追跡調査が行えていない，そのため今後，結果での比較検討

を継続する必要がある。 
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